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計 災 災 整 整 計 総 治 治
画 害 害 備 備 画 務 山 山
課 課 課 課 課 課 課 課 課

規
程
の
廃
止
の
認（ （ （

土 土 可 土
地 地 地（ （ （

農 改 改 改 農 地
村 良 良 良 地 域（

治 計 指 指 指 調 産
山 画 導 導 導 整 業
課 課 課 課 課 課 課

） 届 区
の 出 域
届 の
出 一

部（ （
二 改 生
件 正 活
） 文

化（ （ （
地 地 ・ 情
域 域 青 報
産 福 少 政
業 祉 年 策 発行
課 課 室 課

北 海 道
（総務部法制文書課）

） ） ） ） ）

一 一 一 一 一
八 八 八 八 八
八 七 七 七 七

一 ◇ 三
四 管 た

趣 一 理 こ 施 （ 「
旨 ） 職 の 行 別 無

員 規 期 表 線
等 則 日 第 従

） ） ） ） ） ） ） ） ）

一 一 一 一 一 一 一 一 一
八 八 八 八 八 八 八 八 八
六 五 四 四 三 二 二 二 一

二 一 ◇
し 従 の 規 初

内 た 事 範 電 趣 則 任
容 。 者 囲 波 旨 七 給

の 等 法 、
資 を 施 一 昇

） ） ） ） ） ） ）

一 一 一 一 一 一 一
八 八 八 八 八 八 七
〇 〇 〇 〇 〇 〇 七

〇 〇
一 の 市
般 一 町
競 部 村
争 改 等
入 道 正 へ 道
札 警 派 人

） ） ） ）
電話

一 一 一 一 ペ
七 七 七 七 ー
六 四 四 二 ジ 印刷

〇 〇 〇 〇 〇 〇
管 初 個 不 特 都
理 任 人 在 定 市
職 給 演 者 調 計
員 、 説 投 達 画
等 昇 道 会 票 道 契 法 支
の 給 人 等 を 選 約 に

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

〇 〇
家 二
畜 級
伝 河
染 川
病 公 春
の 採

の は 二 事
範 、 関 者
囲 公 係 の
を 布 ） 操
定 の 。 作
め 日 の
る か 範
規 ら 囲
則 施 等
の 行 を
一 す 定
部 る め
を こ る

格 定 行 〇 格
に め 令 一 、
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五 二 一 一 の、村め

人 一 七 人 項同の、

日

の同 町

「

表 一

幌 項

七

延
中

人

町 」を「

の 一

項 六 「
人 一中

」 五を

人「
一 」に「
一 一 改

人 七 め

」 」

めり辺

改お周

にとの を

「
二 、大地

○

規
大

イウエ
廃 荷 駐

模 棄

き等売

場ば物小

輪台さ

の

人 一 二、音 中 町 「
」 二 ○ 二同を別 の
人 人 一表町 項「

四 」 」 人を中芽にの 「
七 九 」

大
ア

大平大 株規駐 規成規

模車台 式模 模

売売の 社小年小小場 会

売７

一 人 中丸中追改

九 」 瀬に分め 「
人 九 布改町、 「 「

一 」 人 一町めをの同

一 」 四、

広規表小氏株 帯大代
は

小の業会 市模者名 売式

売氏を社 又 西

」 人 人 」 中表に項同を

」 」

登め斜改

歌改を中表に

「 「
一 一町、里め 「 「
六 一 一 八

１

、
式

出大帯帯大名株

届氏

模弥市模会

事規広広規
８売福

の小生西小社

項
概売通

」 人 、を

」

表改
同に

「
一 初め

二

日成

生１平

の月
域４

、
活
環ま
境で年

のに

設保舗

収施の店

保北月

設

数面施施

台の管の

容

法
方

量営

容運

のの

積設

タ店月店店収 キ

す
関

に

舗舗容 舗

の施数 ラの日内の台 ム

配 知を舗の 高設店設

新
日のに 本る積置 市す面

事 目る 丁計す ４合関 町

行し

１

む 名 北舗うま 条店名は

目い
丁おの称ら １に者

て住さ４
い号

宮 を市 業ま 地売た 番小

シ条店原

２ 者町 う原 行

を代

舗ョ南舗

要店
のッ
称ン目置取

名ピ丁設表

びセ－る役

及グ５す締
原

在タほの福

所ン１者

治

番又朋

２名

地ーか氏

街は

持海
庁

配支
め勝
た十
の道日

観
事働
き労

べ工
す商

慮

番項

項
事

る

つ課
に光
項

丁 の

村
北

役
締
取
表

代
号 名目 氏

及表 称代代 名
は番 又所

並社 者 所役 住締 表 び取

所
住

び
及

称
名

にの び長

事人

知法

道に

海び

北並

意着
て到
いに

っ

堀あ
に

る提
すう
有よ

をる
見す

一者出

七はす

六

志
正

にが
面と
書こ

、る

あ名次 に秀 人氏原 法藤

也者
表

達代
は
て

て
っ郎 成。

平る
りき
よで

の 年



域４１
出大名

生１平届氏

の月
活日成

平 事規 環ま

成 境で年項模

十 の小 のに

三 保北月概売

年 要店 持海

十 の道日舗

北 海

り 北

大大な 海

規規お 道

模模、

で

告

小小同

縦午

示

売売法

覧前

第

店店第

時９
間時

舗舗８ か

立の条 号

午地設第

ら

道 公 報

祝 縦北北帯縦平１
のの

３
日 覧海海広覧成月
に 場道道市期

ま
関 所経十商間年日
す 済勝工

を
る 部支観月で

地庁光

第

出成出

ウエ届平届

２３
書 午駐２荷午年

の

前車かさ前月年等

９場所ば９日

覧

時のき時月縦

か自施か

ら動設ら日

号

規店店客

大開閉来

アイ

売車

小刻刻駐

模時時が

店場

一 た十を

月 め勝設

三 配支置

十 慮庁す

日

氏

き労の

べ工者

す商る

項観名

事働

金

つ課は

に光又

曜

後法置２
て到称

いに名

５者項

成ら規

時平かの
変定 分

つづ

で法に基

ま年更に
て、

た第いき

。律

だ

が大

、）出該

し号届当

法

帯附

産工商く
律 域商部日除

働課））
昭 業労業金。

観か
和 課

律 成
法 課平

年 光ら
第
年
４

お後

午車に午

１）
月号

時入て時

９出い８

後の
口荷ま

を

でき

ま数ば

分のさで

後利

舗午午を

と
こ

う
行

８用

に前
お

売と

小こ

てる

い時時す

者時

うる

行き

をで

業が

の間

日

所

をる住

見すび

意着及

る提海び

すう北並

有よ

事人

はす知法

者出道に
っ

面と堀あ

書こに

、る

あ規
りきは

よでて

にが

は５た小

市第っ模

広則

８１舗

前第店

午条。売

の設

時項を
者

らにる

か定す

分規置

日に

５、そ

後りが

午よ

規
日
で休

まる
）す

月定
日に
曜び
日並

、
土月
曜

帯

帯
間
時

る
き

で
が

日日

刻
時
店
閉
び

及
刻

時
店

開

也者

成。表

平る達代
式 大は小又株 て

ア
年の

をは社 模表業会 規代売

の周

時次の
小者

まお地

分と辺

更成記

変平上

変午変午す

変

更前た更前る年の

びら
及か

前９だ後９年

民年
国翌

店更店店客

閉変開閉来

時後時時が

ア

広更大

帯変
模規更店

市し規大変開

う小模前時

西よ

模帯

式広規西

株帯大新
売シ

社西小広

会市

名

う 店氏原 売の行福 福

名称 い氏 お

の に

者名 舗
小
て

帯

行西 を市地 業広番 売住

条 う

１に

）時し）時月月更

、か日

も

か前午る

分午ら日係
の

ら９後

午時

での

８店ま外

後開時以

場事

時の

刻刻駐

で、
まは
分合項

午ホホホホを
場
車

刻）

ママ用

後ーたーーー利

ッしッッッす

８マだマ
株株こ

ク、クククる

時

が

式間式式式と

株年株
会会会 会
を午をき

社日社社社で

南す店売

条と売小）刻

丁事の舗ホホ

３る舗店

マだマ

目項施にーたー

設お
てク、ク

－のいッしッ
間式

ほ営小株年株

１運

会

か方売式

法業会

関行を午

にを社日社

１のピ

北舗ッ

原条店ョ
セ

取目称グ

表丁名ン

代

及 締
福在ー

地所タ

役番びン

丁 氏１ の北 者

治
朋

原地

称表 名代代 は
又目 名所

取一 締 表 及

七 役 び

七

前
午

びの原 並福 所者 住

時
８

後
午

ら
か

時
９

時

除前午除午る

で
ま

分

時９小９間

く９前く後
者

業業

売）時売時帯

小

９

前後

午午

者
時時

者く９前

すう除前午

分

開売）時

事の小時９

る
項
店業

び前

及午

刻
時者分

閉

人治 法氏朋 に

刻
時

店時

）

っ
あ

に名



エ

廃規
大

荷 駐

模 棄 さ 輪

店

のき等売

場ば物小 台
収施の

北 海

イウ
大 ホ大 ー規駐 規 マ模車台 模

収 株売売の ク小小場 ッ

店店

道 公 報

会会

限限式限

有有株有

向尾柳ふ

社社社社

会会

井田月っ

第

会会

式式藤式

株株齋株
信

ニタ洋丸

社社美社

会
ュツ

号

株 平式 成会 十社 三ツ 年ル 十

施施

台の管の

容設保舗
営

容運

のの

積設設

数面

舗容 式

る
す

関
に

法
方

量

設

の施数 社内の台 会舗

札３面配

舗の

店
積置

合関 地市２のに 番幌条

事 区１る 別目計す 厚丁

項 厚番

房

園工

舗生ら

茶新く

別

東９広

帯２河目河北帯

広番西

音西東

市７郡番郡線市
２

西号芽地
室更

南本字２南

条町町－条

スヤ山

ーミ増

３通下８

丁河番河東

プ
ッ会

テ商

京目東地東４

東目東

京

郡丁 郡 都番都
八番音音目 中

更更１ 央号王
市桜木地

区子号町町番

ハ

川暁が野

新
一
月
三
十
日

東番
市１

幌目
札丁

金区
北号 曜

項
事 条

長
社
役
締
取
表

代
央

中号

目丁更目

丁１音丁

田
前

取取

表表表表

代代代代

役役役役

締締締締

取取
憲崇

井田村本

向尾田橋

代代

丁１２通

１町丘大

締締締

取取取

表表表

代

恵

田渕中

高曲増

役役役

覚美文

日東
羽
鶴

役
締
取

表
代

大

名株帯大シ帯変

氏ア

ッ市し規

式広規ョ広更

社西小ピ西よ模

会市模

う小 売ン

り域４１

敏
勝

福

規お生１平届

大なの月

事規

模、活日成出大

小同環ま

の小

売法境で年項模

店第のに

子昇司

舗８保北月概売

崇

北

大 海

規 道

模

のの

告

小

祝 平１縦午

示

売

日 成月覧前

第 ３時９ に

店 関 年日間時

舗 まか

２３

司子正

出成出縦北北縦

届平届
書覧海海覧 年

十間

午月年等場道道期

の所経 前日

樹

６月縦済勝 場所ば

車かさ

駐４荷

南す店

原条店グ条と売

代１のラ２る舗

北舗・
目項施

表丁名ン丁事の
設

取目称ド
及い 締

所き１運

役番びっ－の

地うか方

福在ゅほ営

地

店

治館関

朋番に

２法

原

要 の条持海

２た十を

設第の道日舗

の配支置

者項め勝設

置
定す商る

ら規慮庁す

か
基き労の

更にべ工者

変
き項観名

つづ事働氏

に
当つ課は

て、に光又

い

す

届
立 号

を午地

る 月でら

法
く５

律 日除後法
成

昭 金。時平

和 ））

か分

成律

法 平で法

年 らま年
第

律
第
年
４号

覧部支 時
午産工

ら域商

か日地庁
課働

後業労

自施

のき
で課

ま光

時観 入て

出い

のお

車に

動設

す

行
を
き

数ば

のさ

口荷

到称

出該いに名

項
事

る

すび

あ規意着及

が大て
よ所

た小をる住

っ模見

海び

店すう北並

。売有

知法

を者出道に

舗る提
こに

置、る事人

設はす
にがっ

る面と堀あ

す書

日則 に
１附 ）
月） 号

者

第 規
休
ま第 る
）条 す

月５ 定

項 日
で１

日定 に
曜規 び
日の 並

、に

る
き

で
が
と

こ
う

土よ 月

時

一間

七帯

八

達代

そりきは

がよでて

也者

周成。表

の平る

辺
地年の

曜り

翌
びの ら
及次 か

日、 日
民年お

国と



有株平 限式成 会会十 社社三 ヘま年 ルる十

北 海

会

売式式式

小又株株株

大マ をは社社社

業会会

う原志ツ 行福

道 公 報

更成記大は

変平上て
ア

規代 変午時す

小者

更前まる年の模表

変 で年 後

店氏

）時）月月更売の

か日１に

第

午

更前９

変開閉来変午前
時

更店店客

後時時が前
車から

）刻刻駐）時か

号

時時

規更店店

大変開閉

スい 売
小）刻刻

模前

一 バと月 ン三 ク十
日

帯 １帯

地市地市地

番広番広番

西西金

条条

５２

曜

８

南南

帯

名称
氏

の

ラ 者名堂ウ

札丁 帯
地市２市

広番幌目広 住

区１３

西北番西

市

南

条北条

北

午るに

ら日係舗名

１条

のい

後もお
業

での売

ま外小

時以て
事

の

、者

しう

だ行

た項を

午ゼゼを午後

場ら午

午

前ビビ利後

オオ用９時

時株株す時
分 式式る
社とまで

た会会こ分ま

除午で

しをがで）

だ社
、
間小９るだ

年く後きた

売時時し

９

に前後

舗午午

店
お
て

い時時
、

業しし

売だだ

小たた

う間間

行年年

を、

者

日

取取

表表

代代

目目

丁丁

敬二

場田

千高

役役

締締

代代代

目４目 所丁西丁

締締 表

取取取

表表表 代

山浦

福丸松

者

役役役

締

又

９名

前氏

氏朋信

の原

び

場及

の称

店名

開は

時

に

前び

午並

、所

は住

合

者帯午

日業間、

時法

９

開

時後時

９午９

前前

午

・

時店

）９

後

分午

後

開午午

の日日

店
閉
時

店前

時９

時
店
閉
び
及））

刻時時

エ
三郎

刻

規駐７荷午

大
模車かさ前

ウ
名

治雄巖

小場所ば６

大

廃 荷 駐 規駐

棄 さ 輪 模車台台

あ

らに

か人

小場場ば物

限ビ大 株有ゼ

イ

後っ

午

小 社社株模 会会オ規 式 田

株ド株尾
、
は
合
場
の

株ー有

社社憲

会会

式式

売のき時

社社

会会

式限

店自施
おら

の車にか

舗動設分

の入て後

設出い午

施の
営のさ時

運口荷７

方数ば

等

関行で

にをま

法き分

保

店収収施の

売ののき

施

の台台の管

舗容容設

容

のの

設積設

施数数面

河珈式

る
す
関
に

置量

配

科舗 産専社店 野琲会売
面
舗 ダ店 シの ヨ内 業

帯番郡積 帯

市－市の 広番広地山号

町日計 西新１朝合 市地

ッ
ィ月

フ柳子

条東３

３

札４河北河線

ン
ラ
ュ
シ

番幌丁東９西

西芽地

地市目郡線郡番
室

中１音

央番更

く

ルっ

マふ

区地町－町

帯

ア
ト房

ス工

ンら

セ
帯

２

西号東

市６市

広番広

項が

事と

るこ

すう 条条

時
る
き

で

一 間

七 帯

九

丁項
事 南

番

丁目７

８丁目

目

締

取取取

表表表

代代代

田橋

河吉諸

役役役

締締

字２新

野

南

代

東更５

条音南

３下生

社
役役

締締

取取

表表

代

目

丁丁

２８

南南

村

長田

役

締締

取取

表表

代代

目

蔵

良よ廷

と

舘本

高橋

役

司

徳崇

士
隆

昇

藤
佐

弘子 美



流 北

土土 海

地平 道

改成

地
告改
良 示良
区年 第法
の
定月 昭
款 号和
の日

北 海

覧 北

土班そに 海

渓の供平 道

工関す成

地
告改
区係る 示良
）書。年 第法
の類
換は月 昭
地、 号和
計北日

道 公 報

地覧 北

土区そに 海

の供平 道地
第関す成 告改 午

６係る 示良 前

工書。年 第法 ９

区類 時

・は月 昭 か

第、 号和 ら
午７北日

第

祝 縦北北縦平１縦

のの
３時

日 覧海海覧成月覧

に 場道道期

ま
関 所経十間年日間

す 済勝

を
る 部支月で

地庁

号

出成出

届平届

２３

平書 年
成月年等
十の 日

三月縦
年覧
十日

可
第認

律を
法更

年変
し

第
。 ）
た 号

２
第

条

川

律定上

法を道

年画海
た支

第め
。庁

え 第

備 ）

に 号

置
、 ２

て の

い 条

）渡

法 ５区道

年 後工海
の島

律 時

第

分換支

ま地庁
をえ 第

画備 ）

で計に 号
定置

法

。、 ２
たて の

めい 条

産工く
律 域商日除

和 課働））
昭 業労金。

観か
律 成

法 課平
年 光ら

第
年
４
１）

月号

一
月
三
十
日

金

曜

海海 よ

北北 に
定

規
の

項
成

事事 平

知知 、

道道 り

堀堀

年

項

成 １

平 第

月

規

年 の

北

に

海月 定

道

下

ら 、

事か り

知日 よ

堀

成 １

平 第

、 新

間 町

日 川

項
規

年 の
に

月 定
八

ら 、

か り

日 よ

規
日に

、 ユ

間 町

日 雲

日
で休

まる
）す

月定
日に
曜び
日並

、
土月
曜
日日

日

達達

沙

也也 、
日

北 ２３

海 に

道 昭常昭芽改

告 室 和呂縦和め

示 る 地覧地

第 域 年域に年。
の 北の供北

地

般 川

達一 下

海事す海

る

いにめ

置１
区縦

也の

和め寄。

て平昭大改足
る地

野 縦成

地 覧

北の

域 に年年。域

の 供

の ッ

般 ラ

一 ー

す月海事

プ縦
北

昭そ

覧

海

和の

そに

道

農

の供平

告 関す成

年業 示 係る

北振 第

海興

書。年

類

道地

民年
国翌
びら
及か

は月

改 北

道良 海

営）

廃

道

土）

平止花

告

地事

成し園

示 た頭

改業 第

良の

年管首
理工

土

管
月規の

北

土理 海

す 道

る
地
告

花
改
示

園
良
第

頭
法
首事

号

中 告中農告
項 道項る道

示業示
平 第字振第

栄興成

浦地号
一北 の一のの年 号の域
を道 部」域部海 一部区
の示 次改表次告 ををを

道項

事

よ第 のめ示

項 る

示
中 。日告中

成

平 第平

成

６
町

海 一寄

北 の足

年 号年

の第

示 次示

告 を告

道 部
第

告域 号 、

域

海第区

北日示の

道

を 十
支示

勝号表
面

備振図

に業た

庁農し

い域、

置地は

え興

北地 号 程維

事

概、更良

日の持音改
更

そ畑変

作区業

要操地
合を

管総画

他帯計

の地

いた

つ備め

に整定

理

昭
工 号

に
和

規
第理

律管
法る

年係
程

止 第
廃 ）

の 号
を

よるし

認 条

う う。た

を 正 改面」 改 に図号 に

すとす 正の

。り成 。 るお平 る
）

告
道

海
北

年

よ
う号

正を
改を 」
に」 号

す平

成

北る成 平

海。
道年

告 道

町 海

事寄 北

知足 年

道

、指海

ての北

示 告

堀

等政

成）農

平定

北一農

年の部
次画

４道を計

月海部村
び

らよ及

か事の課

日知
堀う

要手

必い

て担。
日に関

定

北を］

項型

事成

な育

海

用

事い用

知て業

道め農

第
し ２
可 の

水

堀。排

る

定
規

の
項
。 ３

た

一に

八よ

〇

第
示

川
深

、
り

第

第 示

」
号

達号
」

正支

間改係

」改

也号に 。備

般るに

一達す庁

、

土
、

達道
農
、

縦え

の也

が
区

良
改

地
土

層

也



ア
指

平 立町

成 木次字そ主村 定

十

施のの浜の伐森

三 伐森佐他と林

年

採 業林呂のし整

十 に間森て備

北 海

定１ 北

森す 海

る平 道

。成保指

林
告法
示安

年 第林定 昭
和

月のの 号所 年

日

道 公 報

村立次経

イウ庁

木 主森間の済

おの林

の 伐林伐と次部

し備係り図務 伐 と整に

及及 の

て計ると」課 採

伐画森す

第

１２３

主 定

安所立

保場指指ア
伐 定は 施の 予伐

定木 林

伐 目の

林択 採 業 森、 の

の

号

法予成

林る平

森す
定

定
昭で年

和あ
る月

年。

の

日

一 林伐計 要つ

月 い、に採画 方

三 つをで 件法て

十 いす定 の は

日

、 主はこる １ 、てるめ

伐、と標

主が準 は
、の伐で伐

金

伐、係る齢

択３にき期

曜 る立以 に

伐木上

所的

第場 律目 在 法

の よ

つ 第

常間魚 ）
号

呂
郡、き

条佐

の

字 ２、 町 第１ 間 ２の 呂

度。神

採で林るびび 限

を定は

るる次の内

すめ、次恵

と準とお役

こ標のと村

で期り」に

が伐おり場

る以す、え

き齢とは備

木の。略い

立上る省置

法よ

所に 方 要

はもして

に沢土

。
る

在的件

古

砂 宇つ

の の

壊 ・ら 神て崩 ２か 郡い

恵次

の 内の
ま防

大にで備 ・ 村図
、 字示

第
律

法
第

）
号

１
第

２
の

条

日 る採はの

種、も

を当の 、 。

定該と

な木る

のめ立す
町
市
る
す
在
。所
いの。

項

村

幌
３ 規

岩の の
に

の、 定

北３

よ
りの 海、
道

、

事６ 次、 知の

の、
の よ堀

うの

そ覧

、の、縦

、 保

２ に

立る図供

該すのに

当と
所び。

の及る

木。面す
を

市類

る書

す係

在関）

大

に海

村北

町

内分赤 １ 恵部字 の 神す

村に石 ・

村 限
字

、）ノ ３ ２。二 の のる

字、目 ・

山

ブノ
１ ４ ダ

上 の の イ

、 ウ
道 り

海 よ

北 に
定

規
の

項
保

に
う

堀 よ
の

事 次

知 、

市
る
係
に

ア
木主主村間 定

立町

指指

と林に 施の伐伐森伐

定

呂
也佐 を

浜 林

達字 安

に

３

指

安 庁
支保

経

る後

係道

の部の

次済林

イ

町支

市志

字そ主村間木の

町立次
お

の栄の伐森伐のと

次
森浦他と林に伐

ノ ノ

二 上 山１ 字 以 スの
２

上筆目
５

町定 安 間立

呂保指指
ア

達 安

場の施の 役林定木

イ
指

也 を
林

立次

間木の

の伐 に伐おの

伐のと次

るて備る 採 業係し整係
画林 方 要伐伐計森 目の

、

的件法種をでは

採採
こるの

、るめ次

はす定
が準お

つめと標と

魚定
。き期と

いで伐り

きな

課在 」務

所 図林

る齢す

び所

び及場

及

子地

の呂
次常
と町紋示

１ お役別す

、 り場郡部の、
２ 」に湧分１
の は備別に、、
１ 、え町限

のし整係採り 林

森て備るのと

１ つ林伐計森限す の に

並。 、 いに採画林度る

てつをでは

いす定、び は

るの植

、かてるめ次に

、と標と栽

主らはこ

伐

主が準おの
法 で 、伐で伐り方 ま は

る齢す・ 、 択にき期と

伐係

目の 在 備採 業 所 にの伐

い所的件法

置方 場要 え

魚

縦
て
覧常図

つ

常ら 示 供郡き か に に呂
す す

部 る呂

とお

係採りと

分 。町ま

林度る」

森限すり

るの
次に省

、び、

は並。は
そ

おの、

と栽し

の植略

以る

す・関

と法の

り方

当の
、も

はの
木上。

立
木る
立す

該と

一 の。

八 所

一

、

市
る

す
在

、 省置字る

７ 略い芭。の
、 して露）１、

、、 、縦

の 、 そ覧

１ ・ のに、、、 図供

、 面す

の 及る以の
２、１
の び。上１の３

、
１ 関）

、 係筆

書に

類つか

る立以る期 に

はの及

よか伐木上。間

種、もび

るら採

。

を当の樹

、め立す で定該と種 ま
。所 岐いの。 字な木る
在 阜

す

栄、
に ）字で

３市

のる

限
る 浦

、 。
） の
、
、 １
・字
岐 の
阜 １
、 以
上の

。間書

る期係

筆３ の ２

網
道

種海

樹北

びを

及類

係
に
村

町

部
済
経

庁
支

走

市
る

１３

をいらのの

北て

、、 海次

網図で志計

道のま字字

る
係
に

村
町

走に、撫呂

つ、 に９

市

い

及
課

務
林

の、
次１

ての

佐
び



在保れ解え
備

場安た置

と的のて

所林目除次い

理はに

て」覧

しの図縦

指

北 海

３

在保れ解え解

備

場安た置除

のて定

所林目除次い予

」覧安

しの図縦保

と的
指理はに林

て

道 公 報

２

在保れ解え解

備

場安た置除

のて定

所林目除次い予

」覧安

しの図縦保

と的
指理はに林

て

第

定１ 北

森を 海

解平 道

除成解

林
告

除

法 支

す 示 庁

る年予 第

定

昭 経

予 和 済

定月保 部

安 で 号年 林
務あ日林

号

イ
平立次
成木の
十のと次
三伐おの
年採り図
十

さ由省す

定、供

のと」

そ

の風排、）
し。

略る

防用図

にの路の

図害水
す北

部とを

す備地面

示

、供の
限た道

にる海

分

し。
略る

さ由省す所

定

郡

砂道そ東

土農、）河

と面幌

崩地図士

の用の

士

防る北字

のすを町

壊

定、供の

め道幌

備た海

様

し。
略る

さ由省す所

に砂道そ似

図土農、）

す流地図様

示の用の郡

分のすを町

部出と面似

限備た海平

に防る北字

所

律 課るの

法

るめ道宇

び

第 及。

湧
役郡 第

町似 ） 別様 号

場様

第

え字 ２

備町 の

に似 条

い宇 ２

置平

一限す及

月度るび

三並。

十び次

日

方」

のり

栽お

植と

にの

金

・、

法は

曜

支

。勝

るめ十

間略

期省

び
及
課
務
林
部
済

経
庁

）

幌
士

日
経・ 庁６ 支の 高
済

務
林９

部の

似に

様筆

び２

及上

課以

。日

）高の

支
庁

務示

林に

部図

済の

経次

似限

様に

び分

及部

課す

項 て

に

に・ 定

覧１ 規

縦の の

供北
知 、

る道２ り

す海の よ

。

う

堀２ よ

上 の

）事以 次

つ 保

に に

筆

日

面
図

種の

樹そ

び、

及し

役
町

北
を
類
書
係
関
び
及

事１
に
場

の成路工工

疎次平

過を
地

事 域と

線の 自お年事
区 立り

場て

役い

町つ
促完月種

に次
北 号１２３

海 ）

道 第平作作作

告 成業業業

示 種期地 条

第 に年類間域

お

に
場）

役。

町る
い月

北

網

１２３

道
海

走 平作作作

告開 成業業業

示 種期地発
第建 年類間域

設

の
也次 の

て 林

達い 安

月
号

指

北

函） 海

第 道館 備

告開 れ解え

条 示発 た置

に 第

お
建 目除次い

設 的のて

い

４

走
網
道
海

の図縦

と

予所林

除場安

解在保

名間類

保し

定

進了
。長夕夕改

別る
特す日

法町郡郡

置沼張張築

措

道長長

成沼町町

平長沼沼

新

番 年道

法線番
地 律２

号 公平網 て

市

準日共成走

用測

斜

す量年、

る

町

同網月里

法走
外か

第港日

条１ら

第港

１月

項水

部
号 公平上長

町

か 日共成磯

ら 測

木

、 量年、

次

内

の 函月古

と 館

公 自ら

り 差か

お 江日町

測 車成

共 動平

量 道

部
て 号

供用
か 理はに準

長 」覧
略るる
、 由省すす
ら 、

と 農、）法
の し。同

次
お 道そ第
り 用の

を１
共 と面第

公 地図条

林指

安て

量 る北項
測 す

東の害

河次風

所さ

の定
す

幌示備

士に防

郡図の

先先 第地

字部
町

ま

第
）らで 号か

の事

項知

１道

第海

条北

規測ま

の準日

に
定堀

規

海

通北

る
よ
に）

定量で

。堀

た
っ事

あ知

が道

知
施 図月

実 画３

を 計年

す 作
海、 北で旨 ）ま

る 成日

事法 知量 道測

め道規
を た海の

和 堀昭

る 支よ
す 勝に

施 十定
実

が 測 済知 、 経通 旨 庁る

務っ 法 林あ 量 部

に
中分

び和 及。 昭 課た

る
幌限
士

。
・
１） の

一
八の

二２

工
の也

道
町達

る
よ

上
以

也
達

也第
律 達法

年

場第 役律 町法 幌年 士
に て

い
つ

に
筆

２



海
別

平
成 厚

十 岸三
年 線

十

北 海

野

釧 吉中 来浜

多室

瀬根

線線
路

道 公 報

線線

泉水

温清

川別

濁忠

第

１２

事のの

工工路路
道道路

種
了類線 の完種路線

事

道区

類日、名

の名

号

２

の区 了線 完事 事
工路工

日名間

一
月 根厚厚

三 室岸岸

十 市郡郡

日

町町

松中中

浜浜浜

７字字

番大大

金

先静静

地後後

曜

室

十十根
で字字

ま村村

幌布

浦浦昆

郡郡市

勝勝
町町盛

幌
字字

１１ 和和番 平平

地

茅茅上上

か ８１先 番番

新新

郡郡郡郡

部部川川

字字町町

町町得得

森森

柏旭

茅茅足足

本本屈屈
１２

町町町町

部部

丁丁

び

礼改平及区

道域

番番

縦

文築成

郡

場

礼年覧

文
町月所

大
文

平礼礼
字

村
泊

船
字日

町郡

成文
浜文

年道礼
船

日上字

５西大

月中町
字
村

線泊
泊

日

野野
原原

別別
朱朱

円円
西
８
１線

番
先番

地

先先ら 地地

ま
先 ら

地 か

１ 地地目目

らで
かま

１１ で番番 先ま
地かま 敷先先 川地地 河

沢
大

ら
か
）らで

沢
大

で
ま
先
地
１

番

後前後

で

ら
か
先
地

２
番

でらで

まかまかまかま

後前後後前
でらでら ら

かまかまかまかまか

前

後

らでらでらでらで

別
の前前後

らで

かまかまかまかま

前
更
変

間

らでらでらで

地 、成
間平敷

週
２

の 一

幅

般年
の

更

縦月員

北

道しそ 海

たの 道

。関

路
告

係

法
示

図 第

面

昭
和

は
覧

道
国

長

。
る
す
供延

に日

と
等

、 号

建

第道

律海

法北

年

設
路 第

道 ）部 号

整

同

及 １

課 第

備 条

一
八
三

北北

木
土

路
釧

道
海

同北

土土

館広

函帯

道道

海海

海縦

北

間
区
複

重
の

木木

次 の

び 項

場

堀
事覧

知
道

所 り

場 よ

覧 に

縦 定

の 規

い 区

置 の

え 路

備 道

に 、

業

現現

所
業

現

、 を

て 域

示 の

告 次

也
達所所所

業

変ら
か り

日 お

の と



区室番町

蘭１
ら地

津か
２ 祝先番

市地
室先

町

北 海

２

河丁路路

４浦４道路道

種区

目郡目の線の

丁
浦

類名域 河
東 １地 町

番番

道 公 報

の１

ら成道路道区浦

か平
日

路路河 ２

種区浦

週年の線の郡

間

町

、月類名域河

一
般日東

第

更 北

道しそ 海

たの 道

。関

路
告

係

法
示

図 第

面

昭
和

は
、 号

北

年

号

寒
阿

平
成標
十茶 三
年線
十

築 目
市で 丁蘭

ま １
地 間

敷
前別

更の前前後

変後
地

ち道蘭 先で 町道室 地ま

前前後

らみ線

の港 か 浦の

縦道内ち

の道静町

変後

す
供線

に河間み

覧

敷
前別

。更の

る

地

寒建

第 阿道

律海

法

郡設

町路 第

寒道 ） 阿部 号

字整
及 １

辛課 第

舌備 条

４北 の

番び 項

一
月阿

三寒

十郡

日

舌
字

町
寒

阿

金

原
辛

曜野

の

でらで

かまかまかま 幅
延

員らでら

国重
長

でらでらで

まかまかま

の

事
知
道延

海
北

員ら
か 幅

先道 定

地海 規

国重

堀長

木 、

土 り

で蘭 よ

ま室 に

備 域

に 区

所 の

業 路

現 道

い の

置 次

え を

日番

区 等
複 道

ら
か
先

地
７

番

免

の間
と

北

公許 海

有を 道

水受

内寒で

告

面け

線町

示

埋た

交字

第

立い

点三
）和

法旨

道区上番線町上番

３

か

点三地
川 路川地交字３

和 区和）和先
郡 の郡先

寒 域寒道か

道

也と区
等複

達道

町道ら

道しそ日

更の１２

の間

ら成路

路、のか平道路
の線

法同関
条係２

類名

昭第図週年種

和２面間

告 り

、 お

て と

項は、月

前後

変示
道
海
北

告
示
第

まかま

後

でらで らでら

かまか

、 号 ら

と

川地正の

上番大次

郡先

第願
律出

法り

和ま年お
が 後

２。
第た

）っ
号あ

町

寒川地和 字

字和上番道

ま幌 和

和幌郡先寒 三

三
加和

加 内寒で 間
敷

前別
更の前前

変後

年に、一
の道和

法よ北般日道三

覧淵

第道道縦剣

律り海
路建
の設に線

る 第
用道す ）供部供 号
を路
開整。

る及 １
す課 第

始備 条
号

後

条
第
１

よ
に

定
規

らでの

かま項
り
、
公
水
有

地
の

員らでらで

かまかま 幅
延

道 定

海 規

北 の
。び 項

長

木海 、

土北 り

川 よ

旭 に
区

所事 の

業知 路

現道 道

え を

備堀 域

に

らで
かま

北

一海

八道

四

面

木
土
路

釧

道内

の 道線

埋 和に

間間 幌けて のの 寒お立

道内

加るの

国重道内

道線 道道線

和に 複
と区
寒おの寒お 等和に

間加る加る

幌け間幌け

、 お

て達 と

い の

置 次

の

所
業
現

変示
告也 り



平
成
十 ののののの

三 地地地地地

年 点点点点点

十

北 海

４５６７８９
地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

点点点点

道 公 報

点

地地地

ののの

１２３

点点

第

１２３
立

願名住代位区

出出埋

域

氏 月

の区 年願者 の表

日者称所名域置

号

願衆成

の公平

そ、
間

書の
及縦年

び覧
関に月

係供
図す日

一
月 ３分度

三 のののの 級

十 秒 基分地地地地

日 点点点点 準
点秒かかかか

のらららら

方方方方方

－＝向向向向向

金 角角角角 －
の

曜 度度度度 地
点の

３４５６７８９
地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

かかかかかか

点点点点

らららららららら

かか

向向

方方方方方方方方

角角角角

向向向向向向

角角角角
１
度度 度度度度度 度

のの

のたと３分度１２

級 地だ

点点

秒 基 点しの分地地

準 を、地
点秒かか 点 結
んのとのらら

だ地を方方方
角角

－＝ 線点結向向向

にかん－
の よらだ
線 っ度度 地

てのに点の

幌海樽の

平北札北小次

道市道市１

成海
央事津地

年中知祝の

北堀丁か

月区３点

日３目ら

条

の
先 丁点 地 ６也地 番 西達

樽
小

道
海

北
、

は。
書る

所
業

現
木

土

日 地分分分分

北点
秒秒秒秒 緯、

のののの

方方方方 度＝

向向向向

分
秒

ののの

）の 地地地

東ら点 点点点 、か地

分分 分分分分分 分

秒秒

の ののの 秒秒秒秒秒 秒

方方方 方方方 のののの

向向向向向 向向向 方方

のののの
地 地の地の 地地地の の

点点 点 点地点地 点点点

囲地よ地分分 ま点っ北点

たで囲秒秒 緯、 れまて

のの

域順れ方方 度＝ 区をま

向向 次た分 に区
結域秒 んをのの

） だ除地地

東ら 及。点点 、か 線く

水順 有を 公で の 目ま

び

１
び
及
線
だ
ん
結
に 面次

道

て海

い北

置
え

備
に

の

ら
か
日堀

の
示事

告知

、

向
経方 起

度角

北 ５

海
道 埋

告 立 面

示 地第 の ヌルヲ

ののの

用

ハニホヘトチリ
地地地 地

のののののののの

ロ

経方

地地地地地地地

向 の
地度角

点
４

すの

関イ

に
面立位区

埋

と
点
地

る地 地地

のののののののの

也

し
算達

地地地地地地

週
３

地地地地

のののの

号

漁

点点点積途

リヌル

港 ののの

施 地地地

設 点点点

用

方方方

ららら地

かかか

角角角

向向向

トチ

点点点点点点点点

のののの

イロハニホヘ

地地地地地地

のののの

点点点点点点点点

地地

らら

かかかかかかかか

方方方方

らららららら

向向向向向向

方方方方

角角角角角角角角

向向

１

３分度

の
事
積工置域点

施小次の

行樽の地級

区市イ点分 秒 基

域祝のと準

津地を秒 点

３点結の

丁かん方

－＝ 目らだ向

ヲ線－

のにの

点点点点点点点点

番

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

かかかかかか

点点点点

らららららららら

かか

向向

方方方方方方方方

角角角角

向向向向向向

３

角角角角

点点点点
点点

地地地地

のののの

らららら

かかかか

点点
角角

向向向向

方方方方

角角

度度度

分分分
向

方方方

ののの

秒秒秒

向向一
八
五

地地の のの

度 度度 度度度度度
分 分分 分分分分分
秒 秒秒
のの ののの 秒秒秒秒秒

方方方方 方方方 ののの

向向向向向 向向向 方

のの

地地 のの地地のの のの

地地点点地地

地よ地 地点っ 先の 点

まて地 で囲点 北

順れ
緯、 をま

に区
度＝ 次た
結域分 ん
だ秒 線

） 及

度

か び

度度度度度度度
分 分分分分分分分
秒

ののの 秒秒秒秒秒秒秒

方方方方方 ののののの

向向向向向向向 方方方

向

の

地地のの地 ののののの
地地点 地地地

度度度度

分分分分
方方

のののの

秒秒秒秒

向向向向

方方

点地

地地地地

のののの

イ、点点点点 点点

点 点

向 地経方 の東ら

点
と度角

ヲ

点点点点点 点点点点点 点



地地地

ののの

イロハ

区
域点点点

北 海

４
に

て
面立位

埋

地地地地す

のののの関
工

点点点点積る置

道 公 報

区
域点点

地地

のの

第

１２３
立 許許名住代位

免免埋
氏 月けの区

年受者

を表

日者称所名域置

た

号

水て成

有立平

公埋
の

平面を
成埋免年
十立許
三法し月
年た

十

分イロ

大。日

次の３

のの 級 番の地

の点点

基 ２イ点秒地地

地を方かか

準 、のと
点＝

方方

３－ 番点結向らら

、かん－向向 らだ

角角 番ソ線

、のに北の 地よ度 地度 緯 番点っ、点

事
の檜
施山番 のののの

行郡、 地地地地

区江 点点点点
ら町、

かかかか域差番

ららら

方方方方字

角角町、

向向向向泊番

角角

１
番番
２、 度度度 度

分 及次の３

の 級 番びの地
点秒地 基 １

の点

地地を方か

準 、番のと
点＝

方

３－ 番先点結向ら

２のかん－向 、公らだ

角 線 有
番水のに北の 、面地よ緯地度 点っ点 、

成海幌海山

平北札北檜

道市道郡

央事差

年中知江

北堀字

月区町

也番

西達６

条町

日３泊

丁、

６

一正

月
三年

十法

日

第
律

）
号

金

２
第

曜

第
条

及まて分分 度 びで囲＝ をま秒秒
の 番順れの 分－

地次た方方 先に区向 秒向 並結域

びん

） にだ、
ら 経 番及の の か 東 １線
２び地 地
点 方 イ点

の度向

、 分

４番 分分分

番１

ののの の１、 秒秒秒 秒
方、
２ 向向向 向４番 方方方

番
２、
、
６番

地 ののの番、 の
地地地、
番、

点点点７番 点

番まて分 、で囲度
＝ をま秒
の 番順れ分－

１次た方 、に区秒向 結域

番ん

） ２だ、

及の

か 東 、線

ら 経

番び地 方点 、

の度向

海、

北番
９

、
番

目７

道
事、

知番
、

堀番
番

日

次
、
り
よ
に

定
規

の
項

１

角 り
お
と
の

地

分 点
と度

ソ秒

種幹幹別
当

２

に計

街街覧市

線線縦都

供画

別路路

、

変１
、、
番１
９番

都都

市しの平小

都更そ

都市市

計た都成樽

画。市

計画画

法計年市計計

画

角

の月画のを

番地

分 、点
と度
秒 番

北 ５

海
道 埋

告 立 面

示 地第 の ヨタレソ

のののの

用

達、
地地地地

チリヌルヲワカ
、

也番
地

のののののののの

ト

水
有
公

地地地地地地地 地地地

ののの

ニホヘ

面

す道

る路 名

都に

市係

の項

臨朝画事

計る 号号

称線通の

泉書

港温図

里

定

昭

起小丁小丁り
お

と

道種 和図
書日路類め

道地

法、係土

年はにた

項区

第海事路の

律北る

道
建域

都 第

部 ）

設 号

市
計 条

号

漁

点点点点積途

カヨタレ

港 のののの

施 地地地地

設 点点点点

用

方

らららら地

かかかか

角角角

向向向向

方方方

角
４

ヲワ

点点点点点点点点

のののの

ヘトチリヌル

地地地地地地

のののの

点点点点点点点点

地地

らら

かかかかかかかか

方方方方

らららららら

向向向向向向

方方方方

角角角角角角角角

向向

地

ののの

ハニホ

点点点
らら

かかか

点点点

地地
角角角

向向向

方方方

ら

光

稲新

市市

樽目樽目）

樽泉

終小小温

点４２

穂
納里目

勝朝丁

市市２

樽

の

に 項

課 １

画 第

点町川

海 よ

い北 に

置 定

え 規

備
の事 都

般知 、

一道 り

て
に 画

覧堀 計

縦 市

度度度 度
分分分 分

方 方ののの の秒秒秒 秒
向向向 向方方

度度

地地地 地ののの の

度度度度度度

分分分分分分分分
のの

秒秒秒秒秒秒秒秒

方方方方

のののののの

向向向向向向

方方方方

向向
地地のののののの のの

度
点点地地地地地地

度度
分 分分
秒

向向 方方方 ののの 秒秒
向 一

八
六

小丁小丁

地地地 ののの

新 経市市

な樽目樽目

主

次

供 を

地１５

内光 過
色

点

り

也 お

。 と

る達 の

す

点点点点点点点点点点 点点



２

札被聴

アイウ

平 幌聴住商代聞

成 表 市聞号の

十 者 中者又期

三

氏

央のは日

年 区住名

十 北所所称名

北 海

り示１
聴平聴

地うる平

宅行す

聞成聞

建こ。成

物と

の 取と年の
期年場 引し

所 業た月日
月 法の
で日

道 公 報

北 １２３４５６

道
海

住商代免業業

告 表許 号務務

示 又停停

第 は者証止止
のの

名氏番期範

号 所称名号間囲

第

引に 北

宅業よ 海

者り平 道

に公成

地
告建
対告 示物 縦

しす年 第取 覧

宅る 引 に

地。月 業 供

建 号法 す
る物日

号

計計街

市市線

都都種幹
名３ 種定

のを
画画別路

類め

一 ３、

月 条商

三 西号札有代

十 ７又幌限表

日

目名東社締

丁は市会取

苗宅藤

石及東藤

称区役

狩び

金

庁名６

支氏穂建川

曜

階３二

４条浩

条午

和同
昭、日

年第前

法２
おら

第にか

律項時

い
用 第
準 ）
て 号

す

表海成地

札有代北平宅
建

幌限
市会取道

取

白社締知年物

石役事

晃長狩３業

区永石月引
日の

北

ら業

３業第か全

郷産屋

条

平務 一

丁号成

計業
和 市引

昭 都取
に
律 図務

法 の業
年 画の

のつ
第 書
とい

）止 第

り停 ）

おて 号
処

の３ 路地・ 道土４ た・
別

起当
称通

央
中 域

区号
町

日

室番

議１

会目

中丁

の
第 項
法 １
同 第
る 条

号

北
知 に
の道 定
条海 規

の 聴
項堀 く
３ づ
第事 基

定 を
規 聞

目

月

番３

５年

条

間
月
３
の
で
ま
日

号２ の北 の
た 項
し ２

を 第
分

よ
同知 に
、道 定
で海 規

堀 、
第 り
法事

当
点

町
緑

１ 宅
第 の
条 次

な別
主当

点
葉
若
町
別
終

称 の名 後の 刻印 改公

１

り也 と
よ の
に達 次

印
公

お公
４

道公成

登平海、平

北日

録成

公印 事
務年印の年

規改 の

登札

１２３

開月程刻月

幌録齢録幌

名財札登高

中

及法市事者事市

称団

の滑を央

び人中務円務

所海区範入行区

住北央

取定
規也 物
の 建
項達 地

指 北

高定 海

齢登平 道

者録成

アイウ

告

の機 示 住商代

居関年 第 表 号

住を 又

の次月 者

地
生 過
弥 経町

は

市聞

成聞幌聴

平聴札被

の
所央の

年場中者

途
用

名
関

機
き

置
備 始３に

て

日和い

の日昭つ日

公

訓り
道お
海と

北の
年次

台
第印

令公

事４

道北囲居う北

号帳

所西

築条貸務条

建４賃
所丁

導５宅の５

指西住
地１

ン目登在目

セ丁の

地び地

ー番及番

タ１録
簿

録
登

氏安の 号 名

保り
確お

所称名定と日

幌式表関定

札株代に指

東社締るた

市会取すし

ス越

北ウ律

区ハ役法。

東ェ成

条ウ後平

北所

月区住
７又

午西号
条商

日３、
丁は

前

狩び

ら石及

か称

時目名

海影

北

印

庁名
支氏

一 道

八 寸 知

七

し
８録
第登

）に

法 堀
事

第た
条

表

、
り

よ
に

定
規

の
項

２。

海関

北に
施
実

の
覧

閲
の

全

堀の
務

事事

知る

道す

ー雅

番第

４律

目法

丁ブ仁年
第
）

号号

室
議

会
中
階

４

項
１
第

条

平

也始日
開 達月 用

使年 成
年

り
よ
に

定
規

の

也
達

部

月



町市
沢 差見

江岩

北 海

市
館

函

道 公 報

成験幌

成平

平。受札

る
年

年地市

月

受

９月

日
実日験

第

刻海 庁 海

改公 北支北

２

根 室印の 根印道 長前 道
海支

北支印の室

公

号

平
成
十
三
年
十２３３１２７８

長平塩菅長菅

隈村川田尻原瀬野

谷

大

孝己

崇武賢真祐智義克

１
文彦吾一己宏

２６９

川
々

増鹿杉佐石小佐中

嶋木
央

信国尚輝雅

井又浦藤

施番１
隆輔肇康俊三明

氏堀

成
平

の号

取名美

採
利武

砂
度川

年

庁

印 根称

長 道

庁 名

務
業

き道 書置海 一文備北

室

庁 名

支 関

室 機

般用根

一
月
三
十
日

金

曜

合道

の海

験北

試
者

任
主

と
の
次
、堀

は
者事

格知 メ

用 途

書
文

般

用一

寸 ミー方

リト

メ
リ

ルミ

平

日

法 室本
川基

根河備
整

方

方

達

市
路

釧

定
和を

昭 市針

ー

市
広

帯

あ
で也

り
お 成

ト 法ル

旭

市市市

萌内走

留稚網

市
川

法た
年め

４の
、
第で

律
別

柳紙 号

野橋原と 第
の ） 大林北

友

お

津公 第

信加光勝幸り 条

人美栄人司表 １

４５６
林野

大今寺竹井熊小草

殖則秀政

塚野嶋内上谷

才一苗博夫明道

孝誠早

５８９
男

田
保

増斉嘉桂石新小久

基哲秀

田藤野田井田川
靖也幸

吉武陽隆齋

１１１３５７
昭司介行

井本

森川吉熊天穂辻塚

勇勝和政

田上田井沼積

幸美造信三臣稔

俊和辰

木野
々
小佐矢

３５９
博

の
す 項

敬之廣

博浩正

柳

級
二

、
り

よ
に

定
。 規

る
採

春
川

河

一
八
八

川
河

る
係

に
川



北 ２３

道
海

開所開

網 発及発

平 走 許び許

成 支 可氏可

十 庁 を名年

三 告 受月

年 示 け日

十 第 た及

北 海

事１ 北

都は 海

、平開れ 道

完成発る

市
後

区地

計
了 志画
し年域域 支

又の

法
た 庁

。月は名 告

工称

昭
示和

日区 第

道 公 報

成伝性

畜平畜染

家家伝

染海

伝
染

の状

病年病綿

が

類症

次月種脳

の
と日

第

北 平

海 家成

道 平 畜

告 伝年成

示 染

第 病月年

予
防日月

の 法、

２ 次日

号

い
お
て平

別縦成

紙覧
」に年

は供
、す月

省る
略。日

一 者び

月 号 の番

三 住号

十
日

田成田谷成

虻大虻熊平

郡・郡・

倶佐倶清年

金

安・安・月

知藤知水８

曜 町北町地

北電字崎日

に 年

含 号

第
律ま

法

虻
京 第

郡 ）

田 号

極

家種牛

お

春 ２

字 第

町 条

り支

た
し

生の

発畜類

庁

別
・の

畜畜畜

。患患患

似
疑

告
号

と
昭の

公

お
和

掲
第の

律庁
法本

年り
示

し）

示 よ
掲 に

に ）
場 号

課
川

河
部

設
建

道
海

北
、

び
及

日

建

条業田同後

１興山共
企 東・

業指

地 丁井体第 番 １三
目共所
長－ 同

長拓

所
体塚

業大号

企３

の

日 項

大

美

北

規

志 よの 後 に１ 道 定－ 海

開ほ 長 の

庁 次ち 支 るう

頭

に

山 為筆 行１ 浴 発か

生数１ 発

示

天 の 道郡

生 海塩

北発天
成

発平

堀
所町

事塩 場
知

示 畜
て 家

し る

生

告

道 の
た海 病
し北 染

達 伝
て

い

堀 つ
に

事 生

知 発
。 道

業海

現北

木
土

路
釧

の

市
路
釧堀

に
び事

並知

所

男
幹

浦

役

北

次な

２３

海

のお 道

と、

開所開

上

おこ

発及発

川

りの

許び許

支

一入

可氏可

庁

般札

を名年

告

事１

工

久 る
す

正 関

受月

北

都は 海

、平開れ 道

完成発る

市
上

区地

計
了 川画
し年域域 支

又の

法
た 庁

。月は名 告

達年
月 也
日

開れ開所開

は
事１２３

許

完成発る発及発

、平

区地許び 了

を名年

し年域域可氏可

又の た

也

示

達 告

。月は名受月

、
を

北

都

１２３

道
海

市 開れ開所開

十計 発る発及発

勝画 区地許び許

支法 域域可氏可

庁 又のを名年

告

え
備也

に
所達

は名受月

計完成

市、平

都は
事

画了
法し年
た

競に

。月

示

争係

け日

第

入る

た及

者び

札調 号

住号達

の番

下、
以は

富有平

良限成入
札年 野会
日平８と月

市社年」４

の田月い

工称

昭
示和

日区 第

に 年

含 号

第
律ま

法

富
市 第

野 ）

良 号

南

工称け日

町 条

含の番

に者び

日区た及

西室成

河河芽平

ま住号

西
郡郡町

芽芽長年

室室

昭

町町常月

示和 工称け日

第 区た及

年 に者び

号

第
律 ま住号

法 含の番

紋斜北平

）

別里國成号

郡郡ハ

雄斜ウ年第

武里ス８

昭

町町株月条

和

日

第
律

法
年

第
）

号

う日

条

出建

）ラ

町設日。マ

表建実シ

番代上をケ
作

締第すで

号取設施ュ
る 役

一 －。成

八 平８さ

九

第

昇府
政

た

田号れ

１

道 定ほ 海 規

北 の１

項番

次

支 る筆 川 よ９ 上 にか
区 馬 発工 開１ 長 の第 庁

行

東東山

北北２誠十

室条

芽２日
第

道線目指

海１丁建

十
勝番番

支１地－

庁、

号 長

１

字本式７第

、
尾８

番

社項

雄町会日

武

番網の

地代建規

取第に

番１表指定
よ 締

面開

河号の

４次

役－る

海 規

北 の
項

１
第

孝行
発

庁 次

支 る

走 よ

網 に

道 定

関
に

達
調

行

太 発
開

長 の

る
す

久 関
に

籠 為）

る
す

工

夫

山
番
篤

田 為

工
る

す
関

に

三為

冶

工

夫 る
す

敏 関
に



２３４

道約海札入

入次契北入

にい成が事道執

札の平
行項旭行札 参ず

市場場

加れ年うを川の

海名す永所

すに北指示

者該道競場山及所

るも

北 海

加達
調納納

ソタチツテ

プ圧圧を入入

サスス加

期場

ーリリポポす

ポプ
クププ物

トンンンンる

ララ品日所

ク

道 公 報

立ラ

キクケコサシスセ

ケロちイ

チチエエソク

ドドッス上ザ

ーーンン

管管ププト管がー

ズズ
ララ付り管

散散ググボ散ソ

第

１

チ

札調
入アイウエオカ

ケケー

に達ソソソソソ

ッッッッズ

付をケケケ

るトトトトト管

すすッ

事物付付付付付

る
項品取散散散散散

号

適成
の平

定
協

平用
成を年
十受

三け月

年る

十

日

に当告争所６び

。日

時北

必す示入条

要る第札
に丁海 なこ
にす１旭

資と号関目道

定指１市

規る－川

格。

停海６

るを北山

す名永

品止道条

物
のさ上

エ等
ンの

ーー

ジ仕平北
道

高高式ン様成海

準準
圧圧）式等

支

回分２川

全部）年上
庁

転回入月

、転札

＃明の

＃、説日長

書指 ）

水水ー水ケ

）に定

ル支ッ

弁管ト

支支
管管

付 ））

散 散

管

））水＊水

支
管）
散
水

）管

管管支

等水水水水水水

名管

の管管管

称チ散散散散

及ー水水水水

びズ支支管管＊

数付管管

） 量、

、、 散

＝＝

水、、

支
管＝＝

一
月
三
十
日

金

曜

庁１

入て支目

購れ川丁

格い務１

資な総－

のい

課

す。計

有と会

をこ部

。場

るる

よす

。
と
こ
る

）

所

））

）） ）

日

籠
馬

長
庁
支
川

上
道

海
北

こ約

金者す者員る契

イ
あ一とに

額でる落での

額者る部。関

）あ金札

もかをとかにす

をる

３３

８９

本本本個個

約開に入る

契要そ号ア

作げ金を

札 書掲札落額
算

時決 成る額加 のの札

の入等

４ ３１
６７

本本本本個本本本
札

入落財
規 説者効

務 札交交札有
第 書決入

則 明付付のな

の場方定札

７

５
本本本本本本

入保下以

開入以証入下

下政 札金札 札
保令 札にを保財

加付金規

消」 参納証務

夫
久

日

なを免る

日場
札札

入開

て課札っ申税事

っ非入

出業を

落税書たし事務

業記はる者担

札事に者

いす

額者載、こが当

金

る札。るる

とです落と

織

るるこ決たと組

すあ

後しはの

のかと定だき

称

、問速、、名

でを。

札にし

に定

入わや落共

い当 否他及係た

おに 要

、っ こ消額

てた びる金

２て の費

規、 告等該

には 公税当

す札 定取額

定入 にの金

資に るい１

る書 め扱に

を載 札未

格記 入円

交方に
１ にる 第 付所法法限 条
） 項 関。

海海話のし の す北北電

者 定 事道道番場た 規 る
川川でを に

項旭上号所
交落 よ 市支

付札 り

山総す者 定 － 永庁

ると め

しすの則

証費と

－ ６務

等う 時金よる納」

税い

ととのい

」。 うこ付と

す。免う

と）

にる除。

い第

う

同者、）
の ） じは納第 条 。
相 。、付７

びか 額 の法及条 当 そ方

所

第 含 の、北ら を 者は

時
同

海成に

北平
道

合月
川１。

上年じ

同

び

札ずか札同及

舎
庁日

見消が業所

に、に者企
同消地

加積費共体在

参

業税

るっ等企費

すも税
の免

は契課体等

者たの
合事

消金事場税

、約税
あ者

税の者で業

費額業
で 等

あっ申

端

しれ 関の

有さ に満
に

額 条が

い金 る数

なた す

時 し当 にる

のに 件あ

者

額 し、 入金 反は た該 違
入の 、の たそ 札
財札端

条部。す た

は数 分 務

る 予 会

。 定
の 線 １格 内 目課価

丁計

範

－
１

囲

む 見地海

価
の

低
最

で
内

道 。 積方

の っ治ま 務 ） も自条 財

た法で 規

契施の 則

約行定 分
額る 和 ５

金令め 昭 の
に昭と

ろ 北 当
消和こ 年 相
費
及政よ 道 る
税年に 海 す

札
入時

階２
３後
午

に
送

室郵

一よ

九る

〇

の 係るて出 分 、
は
合

場

るか、書

免そを 課
事相事構出

税に税の提

則無を の 規

業当業成す

とり に 第効切 ５
相 す捨

を
格

各。すた

るて 条当

以
び令る 規 額

入
て

っ
も 第 上
地第。 則

方
の 消号

着
必

税札以。

費。号 入

）



．．

．

平
成
十
三
年
十

北 海

．．．．．．．．

道 公 報

．．．．．．．．

第

．
．． 日ここ詳

本のの細

語入入は

及札札、

び及の入

日び執札

本契行説

号

続 在手
の

名所約
契

アイ
称地お

に

一
月
三
十
日

金

曜

国約は明

通は、書

貨調公に

達開よ

手する

続る。

の。
停
止
が
有
り
得

海便話用

北郵電使
て

い

川言

上号号る

道番番す
語 支

及
び － 庁－
総

通 － 務
部貨

会北

日 る
。

川線 旭内 課道
計海

市
永

条
６
山

－
１
目
丁

平に
う

８正成

成改平同

年す
北る年

海。
道月

北
海 当特石社りり当

道 別狩会福ょ

選 別養希福祉く別

挙 護久祉会え

管 長老の法ケん長

理 人園人ア

委 寿ホいハ寿

狩

釧北組病北組病特石
養希

路海合院海合院別

合厚合護久

優道連道連

園

病生会生会老の

心厚
前業前ホ

院農苫農苫人

業

定
昭）医釧釧医

第社 路 和の平釧療路療

一成社
団一団 路優 年部

院人 心 第 北を年法病法

人 海次

１

の月美優 一 委
理
管
挙
選
道
海
北

選

の２

管ち番

挙日同町６

東目

会丁

員３

委み号

理

東の

第
示
告

海母

号北町家

員 ーしウ

会 園ムかス園

第
示
告

狩狩狩

石石同石

郡市花郡

号

町

別幡東別

当八川当

町町

町

美岡地美

太高番太

町

同生同生ム

協厚協厚ー
八

郡 郡市

前 前狩

苫苫石
幡

苫 苫の
前 前

古 丹岡

字 古高

町 町町

丹 別

生心 病 道

病 選よ
改
管に院

挙う日会院会
大

員す同

委正同同同

理
告。鳥取楽楽

会る鳥大

第大通５５

示取大毛毛

通４丁丁

北４丁目目

海丁目８８ 号
示
告
会
員

道

第

選
挙号

管
理
委

説管

演挙

人選子

個道と

施会

の員

等委

会理同

一 設委

九 の員

一

定
指長

の
）

番
９

平平

元

番

に

」」

別９
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